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丸岡城は現存する天守の
中最も古い建築であり、また日
本一短い手紙「一筆啓上」も
きいたことあった。周りの来た
人から「小さいけど、均整のと
れた古風で、随分きれいだ」と
いわれた。私たちは「どうして
小さいながら、そんなにきれ
い？」という疑問を持って、丸
岡城天守の魅力を見に行った。
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石垣の上にそびえる丸岡城
（CHENさん撮影）

丸 岡 城 を 国 宝 に し よ う ！
日本全国に12ある

現存天守のうち最古と
もいわれる（諸説あり）
丸岡城はまだ日本人に
もよく知られてない。た
だ、それが歴史によると
柴田勝豊による築城と
されている。廃城令によ
り天守閣以外全て解体
され、一部の建造物が
移築され現存している。

天守建造の魅力
まずは外観である。丸岡城の

外観は上層望楼を形成して通
し柱がなく、一層は二階三階を
支える支台をなし、屋根は二重
で内部は三階となっている。こ
のようなに富んだ望楼式天守

江戸時代につくられた
城は、城主の権威を示す
ため、大きく立派で多層式
のものが目立つが、丸岡
城内は戦国時代の雰囲気。
豪華さや優美さより、いた
る所にある敵に対する備
えの方が目を引くと思う。
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急な階段を登り綱の助
けをかりながら上がる
（LINさん撮影）

伝説「お静の慰霊碑」

天守の階段の前
のところ、「お静の慰
霊碑」が建ている。
丸岡城を築城する
際、天守台の石垣が
何度も崩れて工事
が進行しなかったた
め、人柱を立てるこ
ととなった。

「お静の慰霊碑」
（LIUさん撮影）
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一筆啓上といえば、
日本一短い手紙「一筆
啓上 火の用心 お仙
泣かすな 馬肥やせ」
だ。実はこれ、ある戦国
武将が戦場から、妻へ
送った手紙の文面なの
だ。とても短い文章だ
が、4つのセンテンスだ
けで必用な事がきちん
と要約されていて、しか
も相手を思いやる気持
ちも込められている。
その意味とは「家康

の家臣、本多作左衛門
重次が長篠の戦いの
際陣中より妻に送った
手紙だ。 『一筆啓上』
とあることによって、妻
を尊重している、火の
扱いに気をつけよ、お
仙（嫡男・仙千代）を
大切にせよ、馬の手入
れを頼む（戦国時代は
馬がとても貴重だっ
た）」短い文章に要点
が網羅されている。今
回私たちは一筆啓上を
訪ねてその美を感じよ
うとした。
そして、一筆啓上賞

は日本で一番古い丸
岡城に日本一短い手
紙文があることを全国
に知ってもらうとともに、
活字やメールでは伝わ
らない本物の手紙文
化の復権を目指すとい
う目的で、全国初の手
紙のコンクールとして
平成五年（１９９３）に
始まった。

日本一短い手紙の館にある
一筆啓上碑（LINさん撮影）
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六本の柱
（PIAOさん撮影）

始めとして第一回
「日本一短い『母』
への手紙」は、旧郵
政省の後援も受け、
海外十八ケ国を含む
世界各地から三二、
二三六通の応募が
あった。第二回から
は、旧住友財閥の
ルーツが丸岡にある
ことから住友グルー
プ広報委員会の支
援も始まった。
一筆啓上賞毎回

テーマを換えて、今
年で第26回目の
テーマは「先生」だ。
その26回のうちに、4
回ほどは英語で募集
し、アジアからブラジ
ル、イギリス、カナダま
で募集したことある
そうだ。一筆啓上館
では往年受賞した作
品をただ陳列するの
ではなく、心に響か
せ、心に沁みいるよう
趣向を凝らした展示
で、みなさまのお越し
をお待ちしている。
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私たちは丸岡城を国
宝になるについて、丸
岡文化財団の丸岡城
管理事務所の副所長
岡崎義和さんに聞いた。
丸岡城は価値がある
宝物だが、町の人々に

残った天主は1948年
の福井地震により倒壊。
その廃材を使い再建さ
れている。
今、これが理由で国

宝に指定されず現在に
至っている。国宝に指定
する運動があるが、実現
が難しいだそうだ。そこ
に丸岡城天守を国宝に
する市民の会という組

織があって丸岡城を国
宝に指定する活動をい
ろいろしている。丸岡城
天守を国宝にする市民
の会によると坂井市は、
丸岡城天守を有し、現
存する12天守の中でも
最も古く歴史的価値が
あり、市民の宝だ。一般
社団法人丸岡城天守を
国宝にする市民の会は、

国宝化運動を通して丸
岡城の価値を高め、その
魅力を多くの皆さまに伝
えていくこと、丸岡城周
辺のまちづくりを推進し、
丸岡城および魅力ある
丸岡地区を次世代につ
ないでいくことを目指し
て取り組んでいる。
様々な活動が実を結

び、丸岡城に訪れる人
の数は少しずつ増えて
いく。
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とっては、毎日見てる
から、当たり前の日常
になってしまってる。そ
れを国宝にするという
活動で、地域住民はこ
れは大事なものだと注
目して欲しい。

丸岡城があったこそ
お客さんがたくさん来
てくれる。実際に丸岡
城がなかったら丸岡に
誰も来ないと思うから、
これが建てることがと
てもありがたい。その

感謝の気持ちは忘れ
てはいけない。丸岡城
は宝物。皆に大事にし
よう。あるのが当たり
前すぎて、丸岡城がな
かったら、人はここに
来てくれないから、こ
れを当たり前にしない
ようにしたい思ってる。

城下に住む貧し
い片目の未亡人
「お静」は、息子を
士分に取り立てる事
を条件に人柱となる
事を申し出た。（士
分：武士の身分）そ
の願いは受け入れ
られ、お静は人柱と
なって土中に埋めら
れ、天守の工事は無
事完了した。
しかし、柴田勝豊

はほどなく移封とな
り、息子を士分にす
る約束は果たされな
かった。それを怨ん
だお静の霊が大蛇
となって暴れ回った
という。毎年4月に
堀の藻を刈る頃に

そして、私たち急な階段を利
用して、二階の南北に作られた
出部屋をみった。部屋の窓から
外がよく見渡せるようになって
いる。そこから外を眺めると、景

色もきれいだ。再び急な
段階を上り、最上階の三
階を上った。三階にあり、
四方向きの大きな窓か
らは丸岡城に浄化を見
渡すことができる。戦乱
の時代、作戦を練るうえ
では好都合であったに
違いないと思う。

は後の時代の層塔式天守と比
較すると、いかに城郭建築の
初期のものであるかがうかが
える。また、屋根が全部石瓦で
吹かれているのが全国にも稀
な特徴となっている。
丸岡城は出入口から直接入

るという「独立天守」になって
いる。石垣は加工してない自然
の石を積んだ野面積みである。
丸岡城の場合は河原石を使っ
ている。野面積みは水掛がよく、
排水力も強く、また上からの圧
力に強いといわれている。石段
を上って天守の中に入る。まず
は一階の六本の太い柱目に
入った。係り人の話によるとそ
の六本の柱は天守のすべての
重さを支えて、その重さは約80
トン以上と言われた。聞いたら
私たち随分びっくりした。

丸岡城は大雨
に見舞われ、
人々はそれを
お静の涙雨と
呼んだ。現在
城内にはお静
の慰霊碑が
残っている。そ
の伝説のおか
げで、丸岡城
もさらに神秘
感が溢れるよ
うになった。

しかし、大人数を受け
入れる体制ができてい
ないというのも町の現状
だ。たくさんの人たちが
存分に楽しめる受け皿
を作るには、地元の人が
丸岡城の価値を再認識
することが必要だと丸岡
城天守を国宝にする市
民の会の人が述べた。


